
基本目標５「うるおいのあるまち」における意見の整理（事務局案）

No. 施策 頁 ご意見等の内容 事務局案 区分

1
地球環境の保
全

67
「加古川市気候非常事態宣言」「加古川市ゼロ
カーボンシティ宣言」が出された年月を記載し
てほしい。

「気候非常事態宣言」及び「ゼロカーボンシティ
宣言」の注釈に、それぞれの表明年月を追記しま
す。

注釈追記

2
地球環境の保
全

67
加古川市が進めている地球温暖化対策の中に廃
食油の再利用についての文言を入れてほしい。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「廃食用油をはじめとする資源の回収・再利用を
推進し、ごみの減量化や脱炭素化につなげられた
い。」

主要意見

3
地球環境の保
全

67
中東情勢を踏まえ、市民の行動変容を促す観点
から、プラスチックごみの削減について明確に
位置付けてはどうか。

P69の原案を以下のとおり修正します。

施策の方向性
循環型社会の形成に向けたごみ分別・資源化の推
進
「プラスチックごみなど、新たなごみの分別方法
の等の検討を行うとともに、引き続き、ごみの減
量や資源化の取組を推進します。」

原案修正

4
地球環境の保
全

67

再生可能エネルギーについては、脱炭素化だけ
でなく、災害時の電源確保など、防災機能の強
化にもつながる形で導入を進め、その意義や効
果を市民に分かりやすく伝えてはどうか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「再生可能エネルギーの導入に当たっては、脱炭
素化に加え、災害時の電源確保など、防災機能の
強化にもつながるよう、分野横断的に取組を進め
られたい。」

主要意見

5
地球の自然環
境の保全

68

希少種の保全に当たっては、市内でも地域に
よって生態系や生物の生息状況が異なること
や、農業等への影響が生じる場合もあることを
踏まえ、地域の実情に応じて取り組む必要があ
るのではないか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「生物多様性の保全について、地域ごとの生態系
や生物の生息状況、農業等への影響を踏まえ、地
域の実情に応じた取組を進められたい。」

主要意見

6
地球の自然環
境の保全

68
「ナガエツルノゲイトウ」など、具体的な固有
名詞を記載することで、よりイメージできるよ
うにしたほうがよい。

「特定外来生物」の注釈に、具体例を追記しま
す。

注釈追記

7
地球の自然環
境の保全

68
森林活用贈与税を活用してクマ対策をできない
か。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「有害鳥獣などによる被害の防止に向け、森林や
里山、農地の適切な管理など、関係する施策を横
断的に捉えた取組を進められたい。」
※基本目標３において整理します。

主要意見

8
地球の自然環
境の保全

68
ため池についても、加古川市の自然環境を構成
する地域資源として記載してはどうか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「ため池を、本市の自然環境や景観を構成する地
域資源として捉え、その魅力をまちづくりや情報
発信に生かされたい。」
※基本目標６で整理します。

主要意見

9
地球の自然環
境の保全

68
山・川・海・湖など、多様な自然環境がそろっ
ていることを本市の特徴・魅力として、計画に
盛り込んではどうか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「山・川・海・湖などの多様な自然環境を、本市
ならではの特徴・魅力として捉え、まちづくりに
生かされたい。」

主要意見
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10
ごみの分別・
資源循環の推
進

69

持続可能なごみ収集体制の確保に当たっては、
災害時等の緊急時にも迅速かつ柔軟に対応でき
るよう、直営収集が持つ役割や機能を踏まえ、
民間委託との適切な役割分担を検討する必要が
あるのではないか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「災害時等の緊急時にも迅速かつ柔軟にごみ収集
を行うことができるよう、必要な直営収集の機能
を確保するとともに、民間委託との適切な役割分
担のもと、持続可能な収集体制を構築された
い。」

主要意見

11
ごみの分別・
資源循環の推
進

69

今後、空き家の増加や整理に伴い、家財が大型
ごみとして排出される機会の増加が懸念される
ことから、まだ使用できる家具等をごみとして
処分するのではなく、修繕等を含め、再使用に
つなげる仕組みを検討してはどうか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「空き家の増加等に伴う大型ごみの増加を見据
え、まだ使用可能な大型ごみについて、再利用す
る取組を検討されたい。」

主要意見

12
環境美化の推
進

70
ごみのポイ捨てを防止するためには、幼少期か
らの環境教育が重要であり、学校教育における
取組として記載した方がよいのではないか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「学校教育において、地球環境をはじめとする
様々な社会課題について、こどもたちが主体的に
学び、考えることができる学習機会の充実を図ら
れたい。」
※基本目標１で整理します。

主要意見

13
環境美化の推
進

70

地域活動の担い手不足や多様な地域課題への対
応に当たっては、市民の協力への感謝を目に見
える形で示し、地域活動への参加を後押しでき
るウェルピーポイントを活用し、市民の力を生
かした地域課題の解決につなげてはどうか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「ウェルピーポイントの趣旨を生かし、地域の
ニーズを踏まえながら対象活動の充実を図り、市
民の多様な協力を地域課題の解決につなげられた
い。」
※基本目標１で整理します。

主要意見

14 公園等の整備 71
公園の整備に当たっては、Park-PFIなど、民間
活力を活用した事業手法についても計画に位置
付けてはどうか。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「公園の整備・管理運営に当たっては、それぞれ
の公園の特性を踏まえ、民間活力の活用を含む多
様な事業手法を検討されたい。」

主要意見

15 公園等の整備 71

大規模な公園だけでなく、地域住民の身近な憩
いや交流、高齢者等の外出を支える街区公園の
役割を踏まえ、既存の樹木や施設も生かしなが
ら、効率的・効果的に利用環境を整えてはどう
か。

主要な意見として以下の内容で整理します。

「身近な街区公園が、地域住民の憩いや交流、高
齢者等の外出を支える場として果たす役割を踏ま
え、それぞれの公園の特性や地域のニーズに応じ
て、効果的・効率的な整備を進められたい。」

主要意見




